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　私たち、公益社団法人守山青年会議所は、創立から46年目を迎える本年、守山は素晴らし
い発展を遂げてきました。商工業の発展や医療福祉、教育の充実が図られ、全国的にも稀な
人口流入が見られます。しかしその反面、ひとやまちに対する関係が希薄化しているという
事実もあります。今抱える課題に取り組み、明るい豊かなまちへと未来につなげるため、本
年は、様々なつながりを築くことが重要であると考えます。
　そこで、社会開発拡大委員会では、他人を思いやる心や感謝する心、我がまちを誇りに思
う心を持つことのできる、青少年育成事業をおこないます。未来を担う子どもたちに、地域
の方々、悠久の歴史をもつ地域素材、琵琶湖の恵み溢れる自然などに触れることで、守山の
魅力を体験してもらいます。そして、そこで学んだことを自らが創造して、そのオモイを表
現する機会を創ります。さらに行政、他団体との連携を図りながら、市民の皆様にも参加し
て頂くことで、新たなコミュニティが生まれる切掛けになると考えます。また、事業に参
加、協力していただいた方には、地域への関わりを深めていただくことで、まちへの関心を
持っていただき、まちづくりへの意識向上になると考えます。私たちのオモイをつなぎ、コ
コロをつなぎ、ひととまちをつなぐ。私たちと共に多くの方々が、子どもたちと関わること
で輝ける未来へとつないでいきます。
 そして、私たちが築いたこの運動を、まちに住む多くの方に伝播するためには、青年会議
所運動の根幹である会員拡大が重要となります。事業を通して、青年会議所の魅力を伝え、
私たちと志を同じくする仲間の獲得に努めます。
 このまちに住む方々が、地域や学校、家庭で、友人や家族と共に、守山というまちの未来
についてオモイ、語り合う機会が広がるよう、地域のリーダーとして未来を創る気概を持っ
て運動展開に取り組みます。

（対応１）　「輪になってつながろう」から「ココロをつなぐ　未来につなぐ」に変更いたしました。

（意見１）　委員会スローガンを精査してください。

事業活動計画
1.「郷土」作成発行（1月）
2.「青樹」作成発行（毎月例会時）
3. 例会ホスト企画設営（2月)
4. 例会設営（5月)
5. 例会ホスト企画設営（7月)
6. 社会開発事業（8月）
7. 例会設営（9月)
8. 例会ホスト企画設営（11月)
9．社会開発事業における調査・研究（通年）
10.会員拡大（通年）
11.有資格者情報の管理・共有

（意見２）　前文の45周年の歴史　文章を精査してください。

（対応２）　精査いたしました。



（意見３）　全体に文章が分かり難いところがあり、素直におもいを書いてください。

（対応３）　全体の文章を精査いたしました。

（意見４）　広報紙の発行は触れなくてよいのでは。

（対応４）　文章から削除いたしました。

臨時執行部会での意見・対応

協議での意見・対応

（意見６）　二段落目　「関わりをより深くとっていただく機会」　文章を精査してください

（対応６）　精査いたしました。

（意見７）　二段落目　「そして、我々の運動を～」　文章を精査してください。

（対応７）　会員拡大については段落を分け、文章を精査いたしました。

（意見８）　四段落目　「参加した子供たち～」　主語が限定的　文章を精査してください。

（対応８）　「このまちに住む方々が、」　に変更いたしました。

（意見３）　一段落目　「本年は様々な～」　目線が高い印象を受けます。文章を精査してください。

（対応３）　文章を精査いたしました。

（意見４）　二段落目　「弥生時代から～」　事業内容が限定されてしまうのでは。

（対応４）　もりやまの地域を活かしたものに触れて頂きたいと考えており、限定はいたしません。文章を精査しました。

（意見５）　二段落目　「そこで知ったことを自らが考え、」　「学んだこと」とか？「考え」いらないのでは。

（対応５）　「そこで学んだことを、」に訂正いたしました。

その他・対応

どの様な意見が有ったのか　＞　委員会での検討結果を簡潔に記載してください。

（意見１）　一段落目　「素晴らしい発展を～」　必要ないのでは。

（対応１）　現状を踏まえた上で必要と考えましたが伝わりにくいので文章を精査しました。

（意見２）　一段落目　「明るい豊かなまちを～」　今できている事をそのまま未来につなげているということですか。

（対応２）　今できている事だけではなく、これからの課題にも取り組む必要があります。文章を訂正いたしました。


